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１．はじめに 

 草花 B 班では毎年２年生で懸崖菊、福助菊を３年で三本仕立て菊、小懸崖菊を栽培し、日本菊花全国

大会への出展、入賞を目指している。今年度出展することができた菊を紹介する。 

 

２．日本菊花全国大会とは 

 日本菊花全国大会とは日本全国の菊づくり名人が自慢の菊を出展し、菊づくり日本一を決定する大会

である。日本菊花会が主催で本年度からは大阪府貝塚市二色南町にある国華園二色の浜店に会場を移し、

開催されている。高松宮妃記念杯や各大臣賞をはじめ贈られる賞も多く、日本最大級の菊の祭典である。 

大菊だけではなく、盆栽菊、切花など９部門で構成される大会である。今年度、草花 B 班では２年生は

福助花壇の部、３年生では三本立単鉢の部の中で、学校単位で出展することができる学校の部、２，３

年合同で特作花壇の部に出展することができた。 

  

３．展示作業 

 今年度学習奨励金を活用させていただき、我々は令和３年１０月１８日に３年生８名、２年生２名で

国華園二色の浜店で特作花壇の展示作業を行うことができた。事前に学校で一度練習していたが、当日

に、より見栄えが良いように傾きを考えたり、重い大懸崖菊をみんなで動かしたりするのに１０名で朝

から夕方までかかり、ようやく完成させることができた。 

 

４．結果 

 特作花壇の部は木楽座理事長賞、三本仕立の部では国華園賞を受賞することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

 ３年生は課題研究をはじめた昨年度４月のスタートは休校から 

はじまりました。例年であれば春から土の準備、さし芽の練習を 

して、福助菊の本番を迎えていました。結局学校が始まったらいき 

なりさし芽、同時に土の準備と、あっという間に２年生が終わりま 

した。３年生も授業が休校になると、放課後残って作業する、とい 

う１年になりました。皆で協力して受賞できたことは本当にうれし 

いことでした。 


